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お使いになる前に 

本書について"… 
安全上のご注意- • 
各部の名称と働さ 
はじめて使うとき 



上手にお使いいただくために 

画面で見るマニュアル . 

取り扱いとお手入れ . 

A- ドディスクバックアップ/復元機能 
A- ドディスクの内容をすべて消去する 
再インストールする . 
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詳しい操作方法については、「画面で見る 
マニュアル」をお読み<ださい。 

画面で見るマニュアルを読むには 
A 14ぺージ「画面で見るマニュアル」 


困ったとさは 

エラーコード/メッセージ 


困ったとさの Q&A. 

八ードウエアの自己診断機能 


ソフトウてア使用許諾書 

仕様 . 

保証とアフターサービス 
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保証書別添付 


このたびは■/け■ソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありがとラございます。 

-取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

-ご使用前に「安全上のごを意」 （3 〜6ページ）をおずお読みください。 

•保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管して<ださい。 


つたとさは 


上雷覆雇 < ために 


お使いになる前 



























本書について 


表記について 


Enter 


安全にお使いいただくための情報を記載しています。 
お使いいただ<ラえで便利な情報を記載しています。 

[ Enter ] キーを巧ずことを意味します。 

[ Fn ] キーを押しなび5、 [ F 司キーを押すことを意味します。 


面+国： 

H (スタート）- [ すべてのプ□グラム]: 

画面上の0 (スタート）をクリックした後、[すべてのプ□グラム]をク U ックすることを 
意味します。ダブルク U ックび必要な場合もあります。 

本書内や、パソコン本体に保存されている『操作マニュアル』などの参照先を意味します。 


を! 


画面で見るマニュアルを意味します。 


• 本書では名称等をじ TF のよラに表記します。 

• [Windows Vista ® Business with Service Pack 1( SP 1) 正規版」を 「 Windows 」 または 「Windows Vista 」 と表記します。 
• 本書では画面モードをじ(下のよラに表記します。 （） 内の表記は 「 Intel ® Graphics Me 址 a Accelerator Driver for 

mobile 」 画面の用語を示します。画面を表示するには、デスクトップをちクリックし、[グラフィックプ□パティ] 
をクリックしてください。 

• r 内部 LCD 」 （ノートブック）；本機のディスプレイ 

- r か部ディスプレイ」 （ PC モニタ）：本機と接続した外部ディスプレイ 

• 「同時表示」 （ Intel ® Dual Display Clone ) ;内部 LCD とか部ディスプレイに同じ画面を表示する機能 
• け広張デスクトップ」：内部 LCD とか部ディスプレイをひと続きの作業領域として使う機能 
• 管理ちのユーザーアカウントで□グオンしないと使えない機能や表示でをない画面びありまず。 

• 別売品の最新情報については、カタ□グなどをご覧<ださい。 

• 本書の内容に関しましては、事前の予告なしに変更することびあります。 

• 本書の内容の一部またはすべてを無断転載することを禁止します。 

• 落 T 、 乱 T はお取り換えします。 

• 本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架空のちのです。 

• 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあります。 

■ 商標 

Microsoft とその□ゴ、 Windows®、Windows Vista、Windows □ゴ 、 IntelliMouse は、米国 Microsoft Corporation の米 
国およびその他の国における登録商標です。 

Intel 、 Core 、 Viiv 、 Centrino は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標です。 


SDHC □ゴは商標です。 


當 


Acrobat、Adobe □ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 
PhoenixB に S は 、 Phoenix Technologies Ltd . の商標または登録商標です。 

Bluetooth ™ は、その権利ちび所有している商標であり、松下電器産業株式会社はライセンスに基づき使用しています。 
Panasonic は、松下電器産業株式会社の登録商標です。 

その他の製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 


お知らせ 


お願い 


お使いになる前 
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ち全上のご注意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよラに説 
明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や障害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


八筒埃 

この表示の欄は、 r 死 t または重傷などを負ラ危険び切迫して生じることび想定される」内容です。 

A 警告 

この表示の欄は、 

「死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容です。 

八ま意 

この表をの欄は、 
容です。 

r 傷害を負ラ可能性または物質的損害のみび発生する可能性び想定される」内 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で、説明しています。（下記は絵表をの一例です。） 


0 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 


〇 


このよラな絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


〔バッ テリー/ くックに関するま意) 


A \ 危険 



ラス （+) とマイナス （一) 
を金属などで接触させない 


(S) 



禁止 

発熱•発义•破裂の原因になります。 
•ネックレス、 ヘア ピンなどといつ 
しよに持ち運んだり保管したり 
しないで < ださい。 


のそばや炎天下など、高温^ 
の場所で充電 • 使用 • 放置をし 
ない 


(S) 



ギを刺したり、衝撃を与え1 
たり、分解-改造をしたりし 
ない 


拉止 

液漏れ•発熱•発义-破裂の原因 
になります。 

r ^^、ず、指定のバッテ U —パッ 

クを使用する 



指定（付属および指定の別売り商 
品）じ(かのバッテリーパックを使 
用すると、発熱•発火-破裂の原 
因になります。 


〇 



禁止 

液漏れ•発熱•発火-破裂の原因 
になります。 

•強い衝撃び加わった5、すぐに 
使用を中止してください。 

指定の方法で充電する 


〇 



指定の方法で巧電しないと、液漏 
れ•発熱•発火-破裂の原因にな 
ります。 


付属のバッテ U —パックは、 
必ず本機で使用する 



CF -30 シリーズ専用のバッテリー 
パックです。 CF -30 シリーズ L が！ 
に使用すると、液漏れ•発熱•発义’ 
破裂の原因になります。 


お使いになる前 
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安全上のごま意 


必ずお守りください 


A 警告 


fk 常び起きたらすぐに電源プ1 
ラグとバッテリーパックを巧 
< 


〇 



-破損した 

-内部に異物び入った 
-煙び出ている 
-異臭びする 
-異常に熱い 

などの異常状態のまま使用すると、 
义災-感電の原因になります。 

• 異常び起さた！5、すぐに本機の 
電源を切って電源プラグを抜 
さ、その後バッテリーパックを 
取りがして、販売店にご相談く 
ださい。 

^_ _ 

6ンセントや配線器具の定格を超 
える使いちや、交流 100 VI ； 1外 
での使用はしない 



たこ足配線などで定格を超えると、 
発熱による义災の原因になります。 


造しない 

また、分解しない 



分解禁止 


A 警告 


高電圧に注意 
本機を分解-改造しない 


[本体に表示した事項] 

内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因になります。内部の端子や 
基板に触れたり、異物を入れたりし 
ないでください。また、改造や分解 
は火災の原因にちなります。 


び鳴りはじめたら、本機や 
ケーブルに触れない 



接触禁止 


感電の原因になります。 


電源コード-電源プラグ- 
AC アダプターを破損するよ 
ラなことはしない 

n 言つけたり、加工したり、熱\ 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、重いちのを載せたり、 
束ねたりしない 



禁止 


傷んだまま使用すると、感電- 
シヨート-火災の原因になります。 
• コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


れた手で電源プラグの1 
抜さ挿しはしない 


f % 源プラグのほこりなどは 

定期的にとる 


〇 



喔) 


めれ手禁止 

感電の原因になります。 



プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良となり、火災 
の原因になります。 

• 電源プラグを抜を、乾いた巧で 
ふいて < ださい。 

長期間使用しないとさは、電源 
プラグを巧いてください。 


電源プラグは根元まで確実 
に挿し込む 


〇 



み、湿気、湯気、ほこり、油) 

煙などのをい場所で使用する 
場合は、コネクターカバーを 
しっかりと閉じる 


〇 


内部に異物び入ると、 
火災-感電の原因にな 
ります。 


内部に異物び入った場合は、す 
ぐに電源を切って電源プラグを 
抜さ、その後バッテリーパック 
を取りがし、販売店にご相談く 
ださい。 


挿し込みび不完全ですと、感電や、 
発熱による火災の原因になります。 

• 傷んだプラグ、ゆるんだコンセ 
ントは使用しないでください。 

fSo メモ u — カードは、乳幼^ 

児の手の届 < ところに置かな 
し、 


(S) 


禁止 


誤って飲み込むと、 
身体に悪影響を及ぼ 
します。 


万一、飲み込んだと思われる 
ときは、すぐに医師にご相談 
<ださい。 


fi 時間直接触れて使用しない 

本機や AC ァダプター 
の温度の高い部分に長 
( X )時間、直接軸れている 
と、低温やけど'1の原 
禁止因になります。 


お使いになる前 
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^5 空機内では電源を切る 


〇 


運航の安全にま障を 
さたすおそれびあ0 
まず。航空機内での使 
用については、航空会 
社の指示に従ってく 
ださい。 


動ドア、乂災報知器などの 1 
自動制御機器の近くで使用し 
ない 




禁止 


本機からの電波び自 
動制御機器に影響を 
及ぼすことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になります。 


ff 茜員電車の中など混雑した場 
所では、付近に/じ\臓ペース 
メーカーを装着している方び 
いる可能性びあるので、電源 
を切る’ 2 


〇 


電波によりぺースメ ー 
カーの作動に影響を与 
える場合びあります。 


植込み型む臓ぺースメーカー 
の装着部位から22 cm ソ上離 
す 


〇 


電波によりぺース 
メーカーの 作動に影 
響を与える場合びあ 
ります。 



1血流状態び悪い人（血管障害、血液循環不良、糖尿病、強い圧迫を受けている）や皮膚感覚び弱い人（高齢ち）などは、 
低温やけどになりやすい傾向びあります。 

3 やむをえずこのよラな環境でパソコン本体を使用するとさは、無線スイッチを OFF 側にスライドさせてください。 
ただし、航空機の離着陸時など、無線の電源を切ってちパソコンの使用び禁止されている場合ちありますので、ま 
意して < ださい。 

* CCU とは、冠状動脈疾患監視病室の略称です。 


A 警告 


る 

友 

の 

器つ 

機る 
気挪 
電を 
用於 
医載 
やは 
内で 
院所 
馬場 




室ち S 医を、の 
療持さび響り故。 
治はだ波影あ事す 
中にく電にびるま 
集どでの器とよ〇 
ない5機こにな 
なか気す作に 
ま機電ぼ動因 
手^込本用及誤原 


〇 


お使いになる前 
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温の場所に長時間放置し 
し、 


^デムは、一般電話回線で^ 

使用する 

会社、事務所などの 
内線電話回線（構内 
交換機）やデジタル 
公衆電話に接続した 
り、本機で対応して 
いない国や地域‘ 4 で 
使用したりすると、 

义災 • 感電の原因に 
なることびあります。 


广へッ ドホン使用時は、音量を^ 

上げすざない 

_ 耳を刺激するよラな 

/ S . \ 大をな音量で長時間 
I XJ 続けて聞くと、聴力 
、一 y に悪い影響を与える 
禁止 ことびあ0ます。 



中 AN コネクターに電話回線 ' 
や指定!;<(がのネットワーク 
を接続しない 

_ LAN コネクターに 
/ CN 肿のようなネット 
{ \)ワークや回線を接続 
v - y すると、义災•感電 
禁止の原因になることび 
あります。 

• 1000 BASE - T 、 100 BASE - TX 、 

10 BASE - T じ(夕1•のネットワーク 
• 電話回線 （ IP 電話、一般電話回 
線、内線電話回線（構内交換機)、 
デジタル公衆電話など） 


^安定な場所に置かない 

/バランスびくずれて 
/V ^倒れたり、落下した 
V りして、けびの原因 

になることびありま 
禁止 す。 



ず指定の AC アダプターを) 
使用する 


〇 


指定（付属および指 
定の別売り商品） L ソ 
がの AC アダプター 
を使用すると、 义災 
の原因になることび 
あります。 


(AC アダプターに 強い衝撃を 
加えない 


落とすなどして強い 
衝撃び加わった AC 
アダプターをそのま 
ま使用すると、感電 ■ 
シヨート • 火災の原 
因になることびあり 
ます。 

AC アダプターの 修理は、販売 
店にご相談ください。 




禁止 


4 本機のモデムが対応している国や地域 
についてはパナソニック PC のホーム 
ページをご覧ください。 


fk 源プラグを接続したまま移^ 
動しない 


(S) 


禁止 


電源コードび傷つさ、 
义災 • 感電の原因に 
なることびありまず。 


電源コードが傷ついた場合は、す 
ぐに電源プラグを抜いて販売店に 
ご相談ください。 


電源コードは、プラグ部分を) 
持って抜く 


〇 


電源コードを引っ張る 
とコードが傷つさ、乂 
災-感電の原因になる 
ことがあります。 


1時間ごとに10 
の休憩をとる 


15分間 


〇 


長時間続けて使用 
すると、目や手な 
どの健康に影響を 
及ぼすことびあり 
ます。 


安全上のごま意 〔 必ずお守0<ださい ） 


/!\注意 


極放卜部た。使絶.あ 
どにッのしすまや災び 
な所ネ部化まま卜义と 
下場ビ内劣りの-りこ 
天るャ、はあ態 m よる 
炎なキりたび状シにび 
やに、たまとな、どな 
ば温とし障こラとなつ。 
そ高る形故るよる良にす 
のにす変'かすのす不電ま 
火端置び品りこ用縁感り 




ぉ 1 


な 

か 

置 

を 

の 

ち 

、 

二 mil 

S 


てた因ま 
れし原り 
ず下のあ 
く落びび 
び、けと 
スり、こ 
ンたてる 
ラれしな。 
'八倒〇にす 


加 

機 

ミ 
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各部の名称と働さ 


WIRELESS 

K パ 
M 
N 
0 



K : ：!犬態表示ランプ 


IB 


国 

巧 

面 

画 


Caps Lock ランプ（キャップス□ック） 

NumLk ランプ（テンキーモード） 

ScrLk ランプ（スク□—ル□ック） 
マルチメディアポケット状態表示ランプ 
今を)『操作マニュアル』 r マルチメディアポケッ 


卜」「バッテリーパック」 

旨：八ードディスク状態表示ランプ 


を 


① 


マルチメディアポケットの電源表示ランプ 
:バッテリー状態表示ランプ 
今を)『操作マニュアル』 r バッテリーパック」 

:電源状態表示ランプ 

(消灯；電源オフまたは休止状態、緑点灯：電源 
オン、緑点滅：スリープ状態） 

*'"7 :無線 LAN/ Bluetooth 状態表示ランプ 

無線 LAN / Bluetooth び使用でをる状態のとを 
点灯します。無線 LAN / Bluetooth のオン/才 
フ状態を示すちのではありません。 

今を)『操作マニュアル』 r 無線通信をオン/オフ 
する」 

了 ：将来の拡張用です。 

L : 電源スイッチ 
M : 無線スイッチ 

今を『操作マニュアル』 r 無線通信をオン/オフす 
る」 

N : 八ンドル 

0:スタイラスペンホルダー 



K 国巧画圃昌难 

K 日め 
L むじ 


H 

I 


3 \ 


G 


F 



A : Bluetooth アンテナ 

今を)『操作 マこュア ル』 「Bluetooth 機能」 

B : エクスプレスカードス□ット 

今を）『操作マニュアル』 「 PC 力ード/エクスプレス 
力ード」 

C : PC 力ードス□ット 

今を『操作マニュアル』 「 PC 力ード/エクスプレス 
力ード」 

D : マルチメディアポケット 

今を)『操作マニュアル』 r マルチメディアポケット」 

E : バッテリーパック 

バッテリーパックは消耗品です。劣化したバッテリー 
パックをそのまま使用し続けると、障害び発生するこ 
とびあります。バッテリーパックび劣化した!5、必ず 
新しい指定のバッテリーパックと交換してください。 
F : 無線 LAN アンテナ 

今を)『操作マニュアル』 r 無線 LAN 機能」 

G : LCD 

今を)『操作マニュアル』「タッチパネル」 

H : フアンクシヨンキー 

今巧)『操作マニュアル』 r キーの組み合わせによる操 
作」 

I :キーボード 
J ： フラットパッド 


お使いになる前 





































各部の名称と働き 


ち側 



後側 


B C D E F G 

國1394 CJ 麗 

底面 


H 

0 -©-© 

DCIN15.6V 



I G 
LOCK 


K 

□ 


L M N 

0 / [ffll 


A : / V - ドディスクドライブ 

今巧『操作マニュアル』「ハードディスクドライブ」 
B : SD メモリーカードス□ット 

今を)『操作マニュアル』 rsD メモリーカード」 

C : SD メモリーカード:!犬態表巧ランプ 
(点滅：アクセス中） 

今を!『操作マニュアル 』！ "SD メモリーカード」 

D : IEEE 1394インターフエー ス コネクター 
今ち!『操作マニュアル 』 riEEE 1394機器」 

E : モデムコネクター 

今巧！『操作マニュアル』「モデム」 

F : LAN コネクター 

今巧『操作マニュアル』 「 LAN 機能」 

G : USB ポート 

今ち)『操作マニュアル』 rusB 機器」 

H : 電源端子 
I : セキュリティ□ック 

Kensington 社製のセキュリティ用ケーブルを接続す 
ることびでさます。 

詳しくは、ケーブルに付属の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

J ： 拡張バスコネクター 
将来の拡張用です。 

K : が 95 ディスプレイコネクター 

今を『操作マニュアル』 r 外部ディスプレイ」 

L : オーディオ出力端モ 

市販のへッドホン、アンプ付さスピーカーなどを接続 
することびできます。接続すると、内蔵スピーカー 
からの音は出な< な0 ます。 



M : マイク入力端子 

コンデンサー型マイク□ホンを使用でさます。それしソ 
かを使用ずると、音の入力びでさなかったり、故障の 
原因になったりする場合びあります。 

• ステレオマイクを使ってステレオで録音する場合； 
间（スタート）-[コント□-ルパネル]-[ハード 
ウェアとサウンド]-[サウンド]-[録音]-[マイク] 
-[プ□パティ]をクリックし、[マイクの詳細設定] 
の[マイクエン八ンスメントを無効にする]にチェッ 
クマークを付けてください。 

• 2極プラグのモノラルマイクをお使いになる場合； 
间（スタート）-[コント□-ルパネル]-[ハード 
ウェアとサウンド]-[サウンド]-[録音]-[マイク] 
-[プ□パティ]をク U ックし、[マイクの詳細設定] 
の[音声録音]にチェックマークを付けてください。 
[音声録音]に設定しないと、ス了レオ録音したと 
さに左側か5しか音び出ません。 

• へッ ドホンでマイク音をモニターする場合： 

2極プラグタイプのモノラルマイクを使ラと、左側 
か5しか音び出ません。これは、本機の仕様で故障 
ではありません。 

N : シリアル コネクター 
0: RAM モジュールス□ット 

今を)『操作マニュアル』 「 RAM モジュール」 

P : スピーカー 

今巧)『操作マニュアル』 r キーの組み合わせによる操 
作」 


お使いになる前 


8 



















































































防水機能を維持するため、コネクターカバーはさちんと閉めてください。 
カバーの4つの角を巧して、さちんと閉まっていることを確認してください。 
(ちの図は一例です。） 




スタイラスペンはなくさないように、スタイラスペン用ケーブルで左ちど 
ちらかの取り付け巧 （ A ) に取り付けてください。 


1 


3 




2 


4 
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スタイラスペンの取り付け 


お使いになる前 
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はじめて使 5 とさ 


準備 

①付属品を確認する。 

万一足りない場合、または購入したものと異なる場合は、ご相談窓□にお確かめください（今33ぺージ)。 


AC アダプター 



電源コード 


バッテリーパック ...1• モジュラーケーブル.. 






品番 CF-AA1652A 

• スタイラスペン用ケ - ブル ..1 • 専用巧 


品番 CF-VZSU46 

.1 •スタイラスペン. 




(今を!『操作マニュアル』「タッチパネル」） 


I 取扱説明書（本書）‘2 ... 1 

I プ□ダクトリカバリー DVD-ROM Windows Vista ® Business SP 1.. 
I プ□ダクトリカバリー DVD-ROM Windows®XP Professional SP 2 . 
I Windows ® ファーストステップガイド.. .1 
,保証書 . 1 


..1 


付属の電源コードは、 CF - AA 1652 AL ソがの製品等に転用しないでください。 28 心 

‘ 2 本書 LU かに説明書び付属されている場合は、その説明書ち必ずお読みください。 L ソ下の手順を行ラ際に追加 
の操作び必要になる場合びあります。 

②パソコン本体の包装袋のシールをはびす前に、ソフトウエア使用許諾書の内容を確認する（今29ぺージ)。 



バッテリーパックを取り付ける< 


① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックをかす。 

② ラッチ （ A ) を押し下げて、カバーを開ける。 

③ ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパックを挿入する。 

④ カチッと音びするまでカバーを閉じる。 

⑤ ラッチ （ B ) を左にスライドして、カバーを□ックずる。 

• ラッチび正しく□ックされていることを確認してください。□ックされていな 
い状態でパソコンを持ち運ぶと、バッテリーパックび落ちるおそれびあります。 
• バッテリーパックとパソコンのコネクター部には g 虫れないでください。コネク 
ターびミちれたり損傷したりすると、接触び悪くなり、バッテリーやパソコンび 
正しく動作しないことびあります。 



2 パソコンを電源に接続ずる。 


自動的にバッテリーの充電び始まります。 


手順5び完了するまで、 AC アダプターを取りがしたり、無線スイッチを入/ 
切したりしないで<ださい。 

初めて使ラとをは、バッテ U —パックと AC アダプターじ(がの機器を接続しな 
いで < ださい。 


お願し、 


お願し1 


お使いになる前 
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3 パソコンの電源を入れる。 


① 八ンドルを手前に引く。 

② ラッチ （ A ) を巧したまま、ディスプレイを持ち上げて開ける。 

③ 電源スイッチむ0を約1秒間スライドしたままにし、電源状態表示ランプ 
めび点灯してか5離す。 

• 電源スイッチを連続して繰り返し入/切しないでください。 

• 電源スイッチを4秒じ(上スライドさせると、パソコンび強制終了します。 

• 電源を切った後、再び電源を入れるまでは、10秒 ULh お待ちください。 

• 八ードディスク状態表示ランプ昌が消灯するまで、次の操作は行わないでくださ 
い。 

• AC アダプターの接続や取りかし 
• 電源スイッチに触れる 

•キーボード、フラットパッド、タッチパネルに触れる 
• ディスプレイを閉じる 
• 無線スイッチの入/切 

• CPU の温度び高いとさは、過熱を防ぐためパソコンび起動しないことびありま 
す。温度び下びるまで待ってか5電源を入れて<ださい。温度び下びってち起 
動しない場合は、ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ）。 

• 「はじめて使ラとさ」の手順1〜5の作業び完了するまで、セットアップユーティ 
リテイの工場出荷時の設定は変えないでください。 


4 Windows をセットアップする。 


①画面の指示に従って操作を行ラ。 

• 電源を入れた後、画面の左上に「••••」び表示されてから、ルさな円び 
数分間回り続けます。故障ではありません。そのままお待ちください。 

• Windows のセットアップ時、力ーソルの移動やボタンなどの選択（クリ 、リク) 
には、フラットパッドを使ってください。 

• Windows のセットアップは約20分かかります。画面のメッセージを確認し 
てから、次の手順に進んで<ださい。 

ユーザー名とパスワードに CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS . NU し COM 1 〜 
COM 9、 LPT 1 〜 LPT 9 は使用できません。 

ユーザー名、パスワード、背景懼紙)、セキュリティ設定は、 Windows のセッ 
トアップ後に変更でさます。 

パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れると、 Windows に□グオン 
でさなくなります。あ5かじめパスワードリセットディスクを作成しておくことを 
お勧めします。 

パソコンを匡かで使用する場合、背景（壁撇を白にすれば見やすくなります。 

① デスクトップをちクリックし、 [ 個人設定]- [ デスクトップの背景 ] をクリッ 
クする。 

② [場所]で[純色]を選ぶ。 

③ 白の背景（壁紙）を選び、 [ OK ] をクリックする。 


5 タッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行ずる< 


標準ユーザーび各自の補正を実行する前に、管理ち権限で補正を実行してお< 
ことび必要です。（今を『操作マニュアル』「タッチパネル」の「タッチパネル 
の補正（キャリブレーション)」） 


お願し1 


お願し1 


お使いになる前 
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はじめて使うとさ 


• Windows Vista について 

コント□-ルパネルのクラシック表示やクラシックスタートメニューを選択することびでさます。また、ユーザー 
の□グオン/ログオフのしかたを変更することちでさます。本書では、クラシック表示やクラシックスタートメ 
ニューではなく 、 Windows Vista の初期設定を用いて説明しています。 

• PC 情報ビューアー 

本機では、八ードディスクドラィブの管理情報（通電時間、通電回数、内部温度、交替セクター数等）び八ードディ 
スク内に定期的に記録されます。記録されるデータ量は、1回あたり最大750バイトです。これ5の情報は、万び 
一八ードディスクび故障したとさの原因を推定するためにのみ使用するちので、本情報をネットワーク経由で外部 
に発信したり、目的じ(かに使用したりすることはありません。この機能を無効にするには、 PC 情報ビューアーの 
[ハードディスク使用状況]の[管理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にする]のチェックボックスにチェッ 
クマークを付けて [ OK ] をクリックしてください。（今@『操作マニュアル』 r パソコンの使用状態を確認する」） 

• Windows Update について 

Windows セキュリティセンターで [ 自動更新]を有効に設定している場合は、セキュリティの更新など、重要な更 
新び自動的にィンス!'ールされます。手動で更新を行ラ場合（重要な更新しソがの更新を行ラ場合など）は、 L ソ下の 
手順で行ってください。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンする。 

② 〇 (スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Windows Upda 词をク U ックする。 

③ 画面の指示に従って更新プ□グラムをインス!ルする。 

• デバイスドライバーの更新プ□グラムは適用しないでください。お使いのパソコンと互換性びない場合びありま 
す。詳しくは、弊社の Web ぺージ （ http :// askpc . panasonic . co . jp / security / index . html ) をご覧ください。 

• 再インストールした後もを、ず [Windows Update ] を行ってください。インストールした更新プ□グラムの種類に 
より、さ5に更新プ□グラムか提供されといる場合びあります。プ□グラムの更新後に再度 Windows Update を 
実行して < ださい。 

• 「コンピュータのセキュリティを確認してください J というメッセージび表示された5 

画面ち下のタスクトレイのをダブルクリックし、必要な設定をしてください。 Windows セキュリティセンター 
は、パソコンを快適な状態でお使いいただくため定期的に通知を行いますび、エラーメッセージではありませんの 
で、そのままパソコンをお使いいただけます。ただし、ウイルスなどの危険にさ5されないよラ、適切な対策を行 
ラことをお勧めします。 

• 電源び切れている状態でち電力を消費しまず。バッテ U -を満充電にしていてちじ(下の期間でバッテリー残■びな 
<なります。 

電源オフ時：約7週間 
スリープ状態：約3曰間‘3 
休止状態；約4日間‘ 3 

‘ 3 「有線 LAN Wake Up 機能」を無効に設定すると、バッテリー残■保持期間び少し延びます。 

• パソコンび突然休止状態に入る 

アフリケーションソフトウェアを連続して使用し CPU に読み込んでいると、内部の温度制御機能び働さ、パソコ 
ンび休止状態に入る場合びあります。この場合は約5分待ってか5、パソコンを再起動させてください。 

• キーボード周辺からキーンといラ音び聞こえる 

これを改善ずるには、 USB の省電力機能の設定を変更してください。 

-次の手順で、 [ USB の選択的な中断の設定]を [ 有効]に設定してください。 

① 〇 (スタート）- [ コント□-ルパネル]- [ システムとメンテナンス]- [ 電源オプション]をクリックする。 

② 現在の電源フランの [ プラン設定の変更]をクリックする。 

③ [ 次のプランの設定の変更]の [ 詳細な電源設定の変更 ] をクリックする。 

④ [ 詳細設定]の [ USB 設定]をダブルク U ックする。 

⑤ [ USB の選択的な中断の設定]の画面をダブルクリックする。 

⑥ [バッテリ駆動]の設定を変更し、 [ 電源に接続 ] を[有効]に設定する。 

⑦ [ OK ] をクリックし、 [ 詳細設定]の画面を閑じる。 


お知 5 せ 


お使いになる前 
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起動/シャットダウン時のま意 
• 次の操作をしないでください。 

• AC アダプターの 接続や取り外し 

•キーボード、フラットパッド、タッチパネル、電源スイッチの操作 
• ディスプレイの開閉 
• 無線スイッチの入/切 

パーティションを変更ずる 

1つの八ードディスクに複数のパーティションを作成することで、1つの八ードディスクを複数のディスクのよ 
ラに扱ラことびでさます。工場出荷時、本機のパーティションは1つです。 

① 0 (スタート）をクリックし、[コンピユータ]をちクリックして、[管理]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ディスクの管理]をク U ックする。 

③ Windows び使用しているパーティション（工場出荷時は C ドライブ）をちクリックし、[ボ U ユームの圧縮] 
をク U ックする。 

• パーティションのサイズなどはモデルによって異なります。 

④ [ 圧縮する領域のサイズ]を入力し、[圧縮]をクリックする。 

• 画面に表ちされているサイズよりち大去なサイズには指定で去ません。 

⑤ [ 未割り当て]領域をちクリックし、 [ 新しいシンプルボリユーム]をク U ックする。 

•[ 未割り当て]領域は手順④で圧縮した領域です。 

⑥ 画面の指ちに従って操作を行い、[完了]をクリックする。 

• 画面にフォーマツトの進行び表ちされますので、終了するまでお待ちください。 


[ 未割り当て]領域び残っている場合は手順⑥から、 Windows の領域にまだを裕びある場合は手順③か5の操作を 
行ラことで、新しいパーテイシヨンを追加でさます。 

J てーテイシヨンを削除するには、手順③の画面で削除する/ f ーテイシヨンをちクリックし、[ボ U ユームの削除] 
をクリックしてください。 


お使いになる前に 
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画面で見るマニュアル 


パソコンの画面上で、『操作マニュアル』および『バッテリー等の上手な使い方』を見ることびでさます。 

『操作マニュアル』および『バッテリー等の上手な使い方』を初めて起動したときは、 Adobe Reader の「使用許諾契 
約書」画面び表示されます。内容をよく読み、[同意する]をクリックして先に進んでください。 


操作マニュアル 


を! 


『操作マニュアル』は、本機を十分に活用していただくための機能について説明しています。 


『操作マニュアル』を見るには 

ft 


① デスクトップの^をダブルク U ックする。 

ル 

• または、0 (スタート）- [ すべてのプ □ グラム ]- [Panason 句- [ オンラインマニュアル ]- [ 操作 マニュアル ] 
をクリックする。 


ち< じ 





• 

Windows Vista について 

参 

PC カード/エクスプレスカード 

• 

Bluetooth 機能 

• 

キーの組み合わせによる操作 

参 

SD メモ U - 力ード 

• 

ネットセレクター機能 

• 

タッチ八’ネル 

参 

RAM モジュール 

• 

八ードディスクドライブ 

• 

Panasonic 手書き 

参 

外部ディスプレイ 

• 

セットアップユーティ U ティ 

• 

スリープ.休止状態機能 

参 

USB 機器 

• 

ズームビューアー 

• 

消費電力を節約する 

参 

IEEE 1394機器 

• 

DMI ビューアー 

• 

セキュリティ機能 

参 

モデム 

• 

技術情報 

• 

バッテ U - パック 

参 

LAN 機能 

• 

困ったとさの Q&A (詳細編） 

• 

電源設定をカスタマイズする 

参 

無線通信をオン/オフずる 



• 

マルチメディアポケット 

参 

無線 LAN 機能 




バッテリー等の上手な使い方 


皆 


『バッテリー等の上手な使い方』では、バッテリーの使い方について役立つ情報を記載しています。より長時間/長 
寿命でバッテリーくックをお使いいただく方法なども説明しています。 

『バッテリー等の上手な使い方』を見るには 

① デスクトップの [ ft をダブルクリックする。 

の上手な巧い 
ち 

• または、 ig (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] -[オンラインマニュアル](または[パ'ッテリー]) 
-[バッテリー等の上手な使い方]をクリックする。 


お知 5 せ 


Adobe Reader の アツフデー トを促すメ ツセー ジび表示された場合は、 
Adobe Reader の最新版については次の Web ぺージをご覧ください。 
http://www.adobe.com/jp/ 


画面に従ってアップデートしてください。 


[コント□-ルパネル]-[マウス]-[フラットパッド]-[スク□-ルの設定]の[インテリマウスホイール互換]の 
チェックマ—クを夕 I さないでください。 Adobe Reader のスク□-ル機能び使えなくなることびあります。 


上是覆這 < ために 
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取り扱いとお手入れ 


操作環境について 


• パソコンは平！5で落下のおそれのないところに置いてください。また、立てて置いたりしないでください。倒れて 
本体に強い衝撃び加わると、誤動作や故障の原因になります。 

• 適切な温度範囲；操作時： 5 ° C 〜35 °C 
保管時: - 20 °C ~ 60 °C 

適切な湿度範囲：操作時： 30% RH 〜80% RH (結露なきこと） 

保管時： 30% RH 〜90% RH (結露な去こと） 

上記の温度/湿度の範囲であってち、極端な場境で長時間ご使用になると、パソコンの劣化につなびり、製品寿 
命び短< なる可能性びあります。 

• パソコンび損傷するおそれびあるため、次の場所には置かないでください。 

•電気製品の近く。画像び乱れたり、雑音び起さたりすることびあります。 

• 極端に高温またはほ温のところ。 

• 操作中は、パソコンの温度び上昇しますので、熱に弱いちのを近くに置かないでください。 


取り扱い上のご注意 


本機は、ディスプレイや八ードディスクへの衝撃びルさく抑え5れるよう設計されていますび、衝撃による故障は保 
証しかねます。取り巧いには十分注意して<ださい。 

• パソコンを持ち運ぶとさ 

• パソコンの電源を切ってください。 

• か部装置、ケーブル、力ード、その他本体か5突さ出るちのをずべてがし、コネクターのカバーを閉じてください。 
• 落としたり、硬いちのにぶつけたりしないでください。 

• ディスプレイを開けたままにしないで<ださい。 

• ディスプレイ部分を持って運ばないでください。 

• ディスプレイとキーボードの間に紙されなどのものをはさまないでください。 

• 航空機には手荷物として持ち込んでください。航空機内での使用については、航空会社の指示に従ってください。 
• 予備のバッテリーくックを持ち運ぶときは、コネクター保護のためビニール袋などに入れてください。 

• フラットパッドは、指で操作するよラ設計されています。フラットパッドの上に物を置いたり、跡び付くよラな 
先のとびったものや硬いもの （ m 、 鉛筆、ボールペンなど）で強く巧したりしないでください。 

• 油などをフラットパッドに付着させないでください。力ーソルび正しく動かなくなることびあります。 

• 本機には、ちのイラストの〇で囲んだ部分に、磁石および磁気を帯びた部品び使用され 
ています。これ5の部分に、金属や磁気メディアを接触させないよラにしてください。 

• 付属のスタイラスペン(かでタッチパネルに触れないでください。タッチパネルの上 
に物を置いたり、跡び付くよラな先のとびったちのや硬いちの （ m 、 鉛筆、ボールペン 
など）で強<巧したりしないで<ださい。 

• 画面にほこりや油などのミちれび付着したときは、スタイラスペンを使わないでください。 

画面やスタイラスペンに異物び付着していると、画面に傷を付けたり、スタイラスペン 
の操作びでさなくなったりすることびあります。 

• スタイラスペンは、画面操作じ(がの用途に使わないでください。別の用途に使ラと、 

スタイラスペンび損傷したり、画面に傷を付けたりすることびあります。 

■ 周辺機器を使用ずる場合 

周辺機器の損傷を防ぐため、下記および『操作マニュアル』の記載事項をお守りください。また、周辺機器の取扱説 
明書をよ < お読み < ださい。 

■パソコンの仕様に合った周辺機器を使用してください。 

• コネクターの形状、向さに注意して正しく接続してください。 

• 接続しにくい場合は、無理に}甲し込まず、コネクターの形状、向さ、ピンの並び方などを確認してください。 

• ネジで固定する場合は、しっかり締めてください。 

• パソコンを持ち運ぶとさは、ケーブルをかしてください。ケーブルは無理に引っ張5ないでください。 
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取り扱いとお手入れ 


お手入れ 


ディスプレイのお手入れ 

付属の専用巧をお使いください。（詳しくは、専用巧に付属の 『LCD 画面清掃についてのお願い』をご覧ください。） 

<ディスプレイ L ソがのお手入れ> 

ガーゼなどの柔5かく乾いた巧でふいてください。洗剤を使ラとさは、水で薄めた中性洗剤に柔5かい巧を浸し、固 
く絞ってください。 


お願い 


• ベンジンやシンナー、消毒用アルコールなどは使わないでください。塗装びはげるなど、塗装面に影響を与える場 
合びあります。また、市販のクリーナーや化粧品の中にち、塗装面に影響を与える成分び含まれている場合びあり 
ます。 

• 水や洗剤を直接かけたり、スプレーで噴さかけたりしないでください。液体びパソコンの内部に入ると、誤動作や 
故障の原因にな0ます。 


無線 LAN ご使用時のセキュリティについて 


工場出荷時、無線 LAN のセキュリティに関する設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセキュリティに関する設定を行ってください。（今喂)『操作マニュ 
アル』 r 無線 LAN 機能」、お使いの無線 LAN アクセスポイントの説明書） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに電波を利用してパソコンと無線 LAN アクセスポイント（別売り） 
との間で情報のやりとりを行います。このため、電波の届く範囲であればネットワーク接続び可能であるといラ利点 
びあ0ます。 

その反面、ある節囲であれば障害物（壁等）を越えて電波び届くため、セキュリティに関する設定を行っていないと、 
次のよラな問題び発生する可能性びあります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第 H ちび、電波を故意に傍受し、次のよラな通信内容を盗み見る可能性びあります。 

• ID やパスワード 

-クレジットカード番号等の個人情報 

• メール 内容 

• 不正に侵入される 

悪意ある第 H ちび、無断で個人や会社内のパソコンやネットワークへアクセスし、次のよラなことを行ラ可能性び 
あります。 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

• コンピューターウイルスなどを流し、データやシステムを破壊する（破壊） 

本機の無線 LAN 機能やお線 LAN アクセスポイントには、これ5の問題に対応するためのセキュリティに関する設定 
び用意されています。本機では、使用する無線 LAN アクセスポイントにあわせて設定をする必要びあるため、お買い 
上げ時にはセキュリティに関する設定は行われていません。無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセキュ 
リティに関する設定を行ってください。 

無線 LAN のセキュリティに関する設定を行って使用することで、問題び発生する可能性はかなくなりますび、無線 
LAN の仕様上、特殊な方法で通信内容を盗み見られたり、不正に侵入されたりする場合びあります。ご理解のラえ、 

ご ' 使用 / ドホし） 

セキュリティに関する設定を行わないで使用した場合の問題を十分に理解したラえで、お客さま自身の判断と責任に 
おいてセキュリティに関する設定を行ラことをお勧めします。お客さまご自身で対処できない場合は、お客様ご相談 
センターにご相談ください。 
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パソコンの廃棄-譲渡時における八ードディスク内のデータ消去について 


データ流出のトラブルを回避ずるためには八ードディスク内に記録されたずべてのデータを、 お客さまの責任に 
おいて消去ずることが啡常に重要でず。 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるよラになってさています。これ5のパソコン 
の中にある八ードディスクといラ記憶装置に、お客さまの重要なデータび記録されています。したびって、そのパソ 
コンを廃棄または譲渡するとさには、これ5の重要なデータを消去することび必要です。ところび、この八ードディ 
スク内に記録されたデータをミ肖まするといラのは、それほど簡単ではありません。「データをミ肖まする」といラ場合、 
一般には次のよラな操作を行います。 

-「削除」操作を行う -ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 

• データを「ごみ箱」に捨てる • 再インス!ルをして、工場出荷状態に戻す 

• 「ごみ箱を空にする」機能を使ってデータを消す 

しかし、これ5の操作を行ってち、八ードディスク内に記録されたファイルの管理情報び変更されてデータを呼び出 
す処理びできなくなるだけで、本来のデータは残っているといラ状態にあります。 

したびいまして、データ回復のための特殊なソフトウェアを利用すれば、これ5のデータを読み取ることび巧能な場 
合びあります。このため、悪意のある人によって、このパソコンの八ードディスク内の重要なデータび読み取5れ、 
予期しない用途に利用されるおそれびあります。 


消去ずるためには、専用ソフトウェアあるいはサービス（とちに有償）を利用ずるか、ハードディスク内のデー 
夕を金植や強い磁気によって物理的-磁気的に破壊して、読めなくずることを推奨しまず。 


八ードディスク内にお客さまびインス I ルした市販のソフトウェアを削除せずに本機を譲渡すると、そのソフト 
ウェアのライセンス使用許諾契約に抵触する場合びありますので、ごま意ください。 


上雷覆雇 < ために 
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八ードディスクバックアツプ/復元機能 


[Windows Complete PC バックアップと復元]および [ システム回復オプション]を使うことで、パソコンび動作しな 
くなつたと去に八ードディスク全体を復元することびでさます。 


データの) (ックアップ時または復元時に八ードディスクに問題びあると、正常にノ（ックアップや復元をすることび 
でさません。また、予期せめ誤動作/誤操作などにより、データの復元中にエラーび生じた場合、八ードディスク 
内のお客さまのデータ（復元前のデータ）び失われる場合びありますのでご注意ください。 

本機能の使用により生じたお客さまの損害（データの消失を含む）については補償いたしかねます。 


J \- ドディスクをバックアップする 


[Windows Complete PC バックアップと復元]機能を使うと、別の記憶メディア（外付け八ードディスクなど）に、 
八ードディスク全体の/ (ックアップを自動または手動で行ラことびでさます。 

また[バックアップと復元センター]では、ファイルやフォルダー単位でちバックアップび行えます。 

詳しい方法を確認するには、0(スタート）-[コント□-ルパネル]-[バックアップの作成]をクリックしてくださし、 


お知 5 せ 


• AC アダプターを接続し、バックアップび完了するまで取り外さないでください。 


八ードディスクを復元する 


お知 5 せ 


• (下の操作は、お買い上げ後に初めて電源を入れたときや再インス!ル直後には行えません。一度 Windows を 
起動/終了させると操作巧能になります。 

• AC アダプターを接続し、復元び完了するまで取りがさないでください。 


1 本機の電源を入れ、 [ Panasonic ] 起動画面び消えたとを（スーパーバイザーパスワードまた 
はユーザーパスワード設定時はパスワード入力後）に酉を巧し続け、 r 詳細ブートオプショ 
ン」画面び表示された5指を離す。 

2 王王を使って[コンピュータの修復]を選び、豆垣 i を巧ず。 

[ システム回復オプション]び表をされます。 

3 キーボードレイアウトを選び、[巧へ]をクリックずる。 

4 [ユーザー名]を選び、[パスワード]を入力してか5、 [0 K ] をクリックする。 

5 [Windows Complete PC 復元]をクリックし、画面の指示に従って操作ずる。 


お知 5 せ 


• 巧を押しても[システム回復オプション]び表示されない場合は、 Windows Vista 用プ□ダクトリカバリー DVD - 
ROM を使って 

八ードディスクを復元してください。 

① パソコンの電源を切り、マルチメディアポケットに CD/DVD ドライブを挿入する。 

② パソコンの電源を入れて、 [Panason 词起動画面び表ちされている間に、 F 2 を数回巧す。 

セットアッフユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表おされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

③ 11を押す。 

確認のメッセージび表ちされた5「はい」を還び、 巧巧占 F を巧してください。 

④ 「起動」メニューで [Optical Drive J を選び、巧を押して I'Optical Drive 」 び1番目になるように設定する。 

⑤ Windows Vista 用プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

⑥ 円面を 巧す。 

確認のメッセージび表示された5「はい」を選び、 巧巧 品^ を押してください。 

セットアッフユーティ U ティび終了し、パソコンび再起動します。 

•パスワードを設定している場合、じ(降の手順で r パスワードを入力してください」と表おされることびあり 
ますので、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力して、 巧巧 品^ を押してください。 

⑦ 「選択してください」画面で [ システム回復オプションを起動する]をクリックして選び、 [ 次へ]をク U ックする。 

⑧ 画面の指ちに従って操作する。 
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A - ドディスクの内容をずべて消去ずる 


パソコンを廃棄または譲渡する場合には、データび流出しないよう、八ードディスクのデータをすべて消去してくだ 
さい。通常の Windows メニューでデータのミ肖まや八ードディスクの初期化を行った場合でも、特殊なソフトウエア 
を使ラと、消まされたデータび読み出される可能性びあります。八ードディスクデータ消まユーティリティを使って、 
データをずべて消去して<ださい。 

市販のソフトウエアをアンインス I ルせずに譲渡すると、ソフトウエア使用許諾契約に違反するおそれびあります 
のでごま意ください。 

八ードディスクデータ消去ユーティ U ティでは、データを上書さずる方法を用いていますび、誤動作や誤操作び起 
こると、データび完全に消去されない場合びあります。また、特殊な機器により読み出される可能性びあります。非 
常に機密性の高いデータを消去する必要びある場合には、専門業ちに依頼することをお勧めします。また 、このユー 
ティリティの使用により生じた損失や損害については補償いたしかねます。 


お願い 


• 内蔵八ードディスクにのみ有効です。が付けの八ードディスクには働きません。 
• 実行すると、八ードディスクか5は起動しなくなります。 

• 損傷した八ードディスクのデータは消去でさません。 


お知5せ 


• ) てーテイシヨンを指定してデータを消去することはでさません。 

• プ□ダクトリカバ U-DVD-ROM を使用した場合は、修復用領域を含めたすべての八ードディスクのデータび削 
除されます。 


準備 

• すべての周辺機器を取りがす。 

• AC アダプターを接続する。（操作び完了するまで取り外さないでください。） 

1 「八ードディスクを復元する」の手順1〜4を行う（今18ぺージ)。 

2 [八ードディスクリカバリー/消去]をクリックずる。 

3 [セキュリティのため八ードディスクの内容を消去する]をクリックして選び、[巧へ]を 
クリックする。 

4 確認のメッセージが表示された5、[はい]をクリックする。 

5 [実行ずる]をクリックずる。 

6 再度 [ 実行する]をクリックする。 

7 [はい]をクリックずる。 

八ードディスクのデータ消去び開始されます。 

8 終了のメッセージが表示された5、 [ OK ] をクリックして電源を切る。 


お知5せ 


• 上記の手順 2 で[八ードディスクリカバリー/消ま]び表おされない場合は、 Windows Vis ね用プ□ダクトリカバ 
リ ー DVD - ROM を使って八ードディスクのデータを消去してください。 

① パソコンの電源を切り、マルチメディアポケットに CD/DVD ドライブを挿入する。 

② パソコンの電源を入れて、 [Panason 句起動画面び表示されている間に、 F 2 を数回巧す。 

セットアッフユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

③ El を押ず。 

確認のメッセージび表ちされた5「はい」を還び、 巧巧 品^ を押してください。 

④ 「起動」メニユーで [Optical Drive J を選び、巧を巧して I'Optical Drive 」 び1番目になるように設定する。 

⑤ Windows Vis ね用プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を CD/DVD ドライブにセットする。 

⑥ 円面を 巧す。 

確認のメッセージび表ちされた5「はい」を選び、を押してください。 

セットアッ フユーテ ィリティび終了し、パソコンび再起動します。 

•パスワードを設定している場合、じ(降の手順で r パスワードを入力してください」と表ちされることびあり 
ますので、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力して、 Enter を巧してください。 

⑦ [セキユリティのため八ードディスクの内容を消去する]をクリックして選び、 [ 次へ]をクリックする。 

⑧ 画面の指をに従って操作する。 


上手に覆雇 < ために 


19 






再インストールずる 


ソフトウェアを再インス!ルすると、パソコンは工場出荷時の状態に戻ります。 重要なデータは、再インス!-一 
ル前に、他のメディアまたはか部八ードディスクにバックアップを取っておいてください。 


お願い 


• / V - ドディスク内の修復用領域は絶対に削除しないでください 0 
本機の八ードディスクには、システム回復オプションを収納した修復用領 
域びあり、再インス I ルに必要な U カバ U- 用データち入っていまず。 

• 修復用領域を通常のドライブとして使用することはでをません。 

• U カバリー用データは、他のメディアやが付けの八ードディスクなどに 
バックアップを取ることはでをません。万一、修復用領域び壊れたり、八ードディスクか5の再インス!ルびで 
きなくなった場合は 、 Windows Vista 用プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を使用してください。（今21ぺージ） 

• ハードディスクリカバリーはダイナ5ックディスク（ディスク管理方式の一種）には対応しておりません。ダイナ 
ミックディスクへの変換は行わないでください。 


準備 

• すべての周辺機器を取りがす。 

• AC アダプターを接続する。（操作び完了するまで取りかさないでください。） 

1 「八ードディスクを復元ずる」の手順 1 〜 4 を行う（今 18 ぺージ)。 

2 [八ードディスクリカバリー/消去]をクリックする。 

3 [Windows を再インス!ルする。 ] をクリックして選び、[巧へ]をクリックする。 

r 使用許諾契約書」の画面び表示されます。 

4 [はい、上記の条文に同意します。処理を続けます。 ] をクリックして選び、[巧へ]をクリッ 
クずる。 

5 再インストールの方法を選ぶ。 

再インス!ルには、次の2つの方法びあります。 

• 工場出荷時の設定にずる場合（リカバリー領域しソがのパーティシヨンは1つ） 

[八ードディスク全体を工場出荷状態に戻す。 ] をクリックして選び、[次へ]をクリックする。 

• パーティシヨン構成を変更せず、 OS のパーティシヨンに Windows 在再インストールずる場合 

[ OS 用パーティシヨンに Windows を再インス!ルする。 ] をクリックして選び、[次へ]をクリックする。 

6 確認のメッセージび表示された 5、 [はい]をクリックする。 

再インス!ルび始まります（約30分かかります)。 

• 再インス!ルの途中で電源を切るなどして、再インス!ルを中止しないでください。 Windows び起動 
しなくなったり、データび消失して再インス I -ールを実行でさなくなったりするおそれびあります。 

7 終了のメッセージび表示された 5、 [OK] をクリックして電源を切る。 

8 パソコンの電源を入れて、 [Panasonic] 起動画面が表示されている間に、巧を数回巧ず。 

セットアッ フユーテ ィリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表示された5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

9 国を巧す。 

確認のメッセージび表示された5「はい」を選び、 巧巧品^ を押してください。 

パスワードを除くセットアップユーティリティの設定は、工場出荷時の状態に戻っています。 

10 no を巧す。 

確認のメッセージび表示された5「はい」を選び、 巧巧占 F を押してください。 

セットアッ フユーテ ィリティび終了し、パソコンび再起動します。 

11「はじめて使うとき」の操作（今11ぺージ）を実行する。 

12 セットアップユーティリティを起動し、必要に応じて設定を変更する。 

13 インターネットに接続できる場合は、 0 ( スタート）- [ すべてのプ□グラム]- [Windows 
Update] をクリックし、 Windows Update を行う。 


― • 修復用領域(約 6 GB) 

•-- • Windows で使える領域 


上是覆這 < ために 
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お知 5 せ 


• 上記の手順2で[八ードディスクリカバリー/消去]び表示されない場合は 、 Windows Vis ね用プ□ダクトリカバ 
リー DVD-ROM を使って再インス I ルしてください。 

① パソコンの電源を切り、マルチメディアポケットに CD/DVD ドライブを挿入する。 

② パソコンの電源を入れて、 [ Panason 词起動画面び表ちされている間に、 F 2 を数回巧す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表おされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

③ 11を押す。 

確認のメッセージび表ちされた5「はい」を還び、 ISM を巧してください。 

④ 「起動」メニューで [Optical Drive J を選び、巧を押して I'Optical Drive 」 び1番目になるように設定する。 

⑤ Windows Vis ね用プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を CD/DVD ドライブにセットする。 

⑥ 円面を 巧す。 

確認のメッセージび表示された5「はい」を選び、 ISM を押してください。 

セットアップユーティ U ティび終了し、パソコンび再起動します。 

•パスワードを設定している場合、じ(降の手順で r パスワードを入力してください」と表ちされることびあり 
ますので、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力して、 Eiit ^ を巧してください。 

⑦ [Windows を再インス I -- ルする]をクリックして選び、 [ 次へ]をクリツクする。 

⑧ 画面の指ちに従って操作する。 


■ ハードディスクまたは CD/DVD ドライブのドライブ文字を変更ずる 


お知5せ 


• 八ードディスクのドライブ文字は、八ードディスクドライブに2つじ(上のパーティシヨンび作成されているときの 
• C ドライブのドライブ文字は変更でさません。 

• アプリケーションをインス!ルする前に、ドライブ文字を変更してください。 


① 〇 (スタ-卜）- [ コント□ールパネル]- [ システムとメンテナンス]-[管理ツール]をク U ックし、[コンピユー 
夕の管理] をダブルクリックする。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ 記憶域]の [ ディスクの管理]をクリックする。 

③ 八ードディスクのパーティションまたは CD/DVD ドライブをちクリックし、 [ ドライブ文字とパスの変更]をク 
リックする。 

④ [変更]をクリックする。 

⑤ [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、新しいドライブ文字を選んで、 [0 K ] をクリックする。 

確認のメッセージび表ちされた5、 [ はい1をクリックしてください。 


上手に覆雇 < ために 
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エラーコード/メッセージ 


エラーコードやメッセージび表ちされた場合は、下記の対処の説明に従ってください。それでち解ミ夫でさない場合、 
または下記じ(がのエラーコードやメツセージび表示された場合は、ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ）。 


エラーコード/メッセージ 

対処 

0211:キーボードエラー 
でず。 

• 外部キーボードやが部マウスを取り外してください。 

0251 :システム CMOS 
のチェックサムび正し 
くありません。 

デフォルト値び設定さ 
れました。 

セットアップユーティリティの設定内容を保持しているメモ U -の内容び正しくありませ 
ん。これは、プ□グラムなどの意図しない動作により、メモ U —の内容び変更された場合 
に起こるエラーです。 

• セットアップユーティ U ティを起動し、デフオルト設定にした後、必要に応じて適切な 
値に設定し直してください。 

• それでも表ちされる場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテ U - の交換び必要にな 
る可能性びあります。ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ）。 

0271 :日付と時刻の設 
定を確認してください。 

日付と時刻の設定び正しくありません。 

• セットアップユーティリティを起動し、日付と時刻を正しく設定してください。 

• それでち表ちされる場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテ U - の交換び必要にな 
る可能性びあります。ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ）。 

0280 :起動を 3 回失敗 
しました。 

-デフォルト値を使用 
して起動しまず。 

繰り返し起動に失敗したため、セットアップユーティリティをデフオルト設定に変更して 
起動しました。 

• セットアップユーティリティを起動し、デフオルト設定にした後、必要に応じて適切な 
値に設定し直してください。 

< F 2> キーを押ずとセッ 
トアップを起動しまず。 

• エラー内容をメモした後、^^を巧してセットアップユーティリティを起動してくださ 
し)。必要に応じて設定を変更してください。 

0613 (0615) :シリアル 
ポート‘1の設定び変更 
されました。 

0614 (0616) :シリアル 
ポート’1の設定エラー 
でず。 シリアルポート‘1 
は使用でをません。 

‘1 A や B などび表示さ 
れ、競合しているポー 
卜を表しまず。 

I / O アドレス 、 IRQ (割り込みレベル）の設定び競合しています。 

• セットアップユーティリティを起動し、「詳細」メニューで競合しないよラに設定を変 
更して < ださい。 

Operating system not 
found 

起動しよラとしたフ□ッピーディスクや八ードディスクに 0 S び正しくインス!ルされ 

ていません。 

• フ□ッピーディスクを使用する場合は、起動でさるフ□ッピーディスクに交換してくだ 
さい。 

• ハードディスクか5起動で去ない場合は、セットアップユーティリティの r 情報」メ 
ニューで八ードディスクび正しく認識されているか確認してください。八ードディスク 
び認識されている場合は、再インス!ルを行ってください（今20ページ）。それでち 
問題び解ミ夫しない場合は、ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ）。 

• USB 機器を接続している場合は、機器を取り外すか、セットアップユーティリティの「詳 
細」メニューで rusB ポート」または r レガシ ー USB 」 を「無効」に設定してください。 

• エクスプレスカードス□ットに機器を接続している場合は、機器を取り外すか、セット 
アップユーティリティの「詳細」メニューでに xpressCard ス□ッりを「無効」に設 
定してください。 

RAM モジュールエラー 
でず。 

RAM モジュールび正しく取り付け5れていなかったり、指定 L ソ外の RAM モジュールび 
取り付け5れていたりすると、パソコンの電源を入れたとさにビープ音び鳴り、 「 RAM モ 
ジュールエラーです。」といラメッセージび表ちされます。 

• 電源スイッチを4秒じ(上スライドしてパソコンの電源を切り、 RAM モジュールの仕様 
び指定のちのであることを確認し、正しく取り付け直してください。 


■ セットアップユーテイリテイの起動方法 

① パソコンを再起動する。 _ 

② [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、巧を数回押す。 
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困ったとさ•の Q&A 


トラブルび発生した場合は、下記の方法をお試しください。『操作マニュアル』でちさ5に詳しい内容を紹介していま 
す。ソフトウエアに関する問題については、さソフトウエアの取扱説明書をご覧ください。それでも解ミ央しない場合は、 
ご相談窓□にご相談ください（今33ぺージ)。 

PC 情報ビューアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認することびでさます。（今を『操作マニュアル』「困ったと 
さの Q&A (詳細編)」の「パソコンの使用状態を確認する」） 


■ 電源を入れたとさ 


起動でさない。 

電源げ態表おランプまたは 
バッテリー状態表示ランプ 
び点归しない。 

• AC アダプターを接続してください。 

• 満充電されたバッテリーノ 0ックを取り付けてください。 

• バッテリーパックと AC アダプターをいったん取り列し、取り付け直してください。 

• USB 機器を接続している場合は、機器を取りがすか、セットアップユーティリティ 
の「詳細」メニューで rUSB ポート」または「レガシ ー USB 」 を「無効」に設定 
して < ださい。 

• エクスプレスカード経由で機器を接続している場合は、機器を取りかすか、セット 
アッフユーテイリテイの「詳細」メニューで 「 ExpressCard ス□ッりを「無効」 

に設定してください。 

電源は入っているが、 
「Warming up the system 
(up to 32 minutes )」 が表示 
される。 

• ほ温時に A — ドディスクの誤動作を防ぐために予熱を行っています。起動するまでお 
待ちください（最長32分)。八ードディスクが正常に動作する温度にな5なかった場 
合は 、 「Cannot warm up the system 」 と表示されます。その場合はバソコンの電源を切 
り、5で〜35での温度環境に約1時間置さ、その後電源を入れてください。 

パソコンび起動しない。 
パソコンびスリープから 
リジュームしない。 

(電源状態表示ランプび短い 
間隔で緑色点滅ずる。） 

• パソコンの電源を切り、5で〜35での温度環境に約1時間置さ、その後電源を入れてく 
ださい。 

パスワードを忘れた。 

• スーパーバイヴーパスワードまたはユーザーパスワードを忘れたとさ：ご相談窓□に 
ご相談ください（今33ぺージ）。 

• コンピューターの管理者のパスワードを忘れたとを： 

-パスワードリセットディスクがある場合は、管理ちパスワードを U セットできます。ディ 
スクをセットし、適当なパスワードを入力してパスワード入カエラーの画面を表示させ 
てください。その後、画面の指示に従って、新しいパスワードを設定してください。 

•パスワードリセットディスクびない場合は、再インス!ルし （">20 ぺージ）、 Win - 
dows をセットアップして、新しいパスワードを設定してください。 

r Remove disks or other 
media . Press any key to 
restart 」 または商様るメッ 
セージが表示される。 

• システムを起動でさないフ□ッピーディスクがセットされています。フ□ッピーディス 
クを取り出し、いずれかのキーを巧してください。 

• USB 機器を接続している場合は、 USB 機器を取りがすか、セットアップユーティ 
リティの「詳細」メニューで rusB ポート」または「レガシ ー USB 」 を r 無効」 

に設定してください。 

• エクスプレスカード経由で機器を接続している場合は、機器を取りかすか、セット 
アッフユーテイリテイの「詳細」メニューで 「 ExpressCard ス□ッりを「無効」 

に設定してください。 

• 上記を行っても解ミ夫しない場合は、 A — ドディスクに何!5かの問題び発生していること 
が考え5れます。ご相談窓□にご相談ください（433ぺージ)。 

Windows ①起動および動作 
び遅い。 

• セットアップユーティリティで F るを巧して（422ぺージ「セットアップユーティリティ 
の起動方法」）、設定（パスワー下設定を除く）を工場出荷時の設定に戻してください。 
再度セットアップユーティリティを起動し、各種設定をしてください。（動作速度は、 
使用するアプリケーションソフトに依存することちあり、この操作により必ず速くなる 
わけではありません。） 

• お買い上げ後にインス!ルした常駐ソフトウェアびある場合は、そのソフトウェアの 
常駐を解除してください。 

• Windows Aero を無効にしてしぶ場合、動画ファイルの処理が遅くなることびあります。 
ポップアップメニューと入カノ ネルタブを無効にしてください。 

① 入カパネルを開を、[ツール]-[オプション]-[開さち]をクリックする。 

感 [入カパネルタブを表示する]か5チェックマークを外し、 [ OK ] をクリックする。 

日付と時刻び正しくない。 

• 下記の操作で正しい日付と時刻を設定してください。 

U (スタート）-[コント□-ルパネル]-[時計、言語、および地域]-[日付と時刻] 

をクリックする。 

• 解ミ夫しない場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換が必要になる可能性 
があります。ご相談窓□にご相談ください （">33 ぺージ)。 

• LAN に接続している場合は、サーバーの日付と時間を確認してください。 

• 本機では、西暦2100年 L ソ降は日付と時刻が正しく認識されません。 
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困ったとさの Q&A 


電源を入れたとき 


[バッテリー残量表示補正 
ユーテイリテイ]画面び表 
示される。 


バッテリー残 量 表示補正の手順で Windows び終了するとさに、補正が中断され、 
Windows の終了処理び中止されました。 Windows を起動するには、パソコンの電源を 
いったん切り、再度電源を入れてください。 


スリープ/休止状態からリ 
ジュームしたとさ、「パス 
ワードを入力してください J 
び表示されない。 


• リジュームの際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要ホされませ 
ん。 U ジューム時のセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いください。 

① 0 (スタート）-[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウントの追加または削除] 
をクリックして、変更するアカウントをクリックし、パスワードを設定する。 

② 0 (スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとメンテナンス]-[スリープ解 
除時のノ くスワードの要ホ ] をクリックし、[ノ くスワードを必要とする]にチエツクマー 
クを付ける。 


リジュームでさない。 


• スクリーンセーバーの表示中に自動的にスリープまたは休止状態に入ると、エラーび起 
こる場合びあります。その場合は、スクリーンセーバーをオフにするか、別のスクリー 
ンセー ノ (-に変更してください。 


その他の起動時のトラブル 



•セットアップユーティリティで F 9 を巧して（■>22ぺージ「セットアップユーティリティ 
の起動ち法」）、設定（パスワード設定を除く）を工場出荷時の設定に戻してください。 
再度セットアップユーティリティを起動し、各種設定をしてください。 

• 周辺機器をすべて取り列してください。 

• ディスクのエラーをチェックしてください。 

① 外部ディスプレイを含むすべての周辺機器を取り外す。 

感 凸（スタート）-[コンピュータ]をクリックし、 [ □-カルディスクに:）]をもクリッ 
クして、[プ□パティ]をクリックする。 

③ [ツール]- [チェック する]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

④ [チェック ディスクのオプション]で項目にチェックマークを付け、[開始]をクリッ 
クする。 

⑤ [ディスク検査のスケジュール]をクリックし、パソコンを再起動させる。 

• 下記の方法で、パソコンをセーフモードで起動し、エラーの内容を確認してください。 
起動時、 [ Panasonic ] 起動画面び消えたとを‘ 1 に、 F 8 を 巧し続け 、「詳細ブートオプショ 
ン」画面び表示された!5、「セーフモード」を選んで Enter を巧してください。 

‘1セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで「起動時のパスワード」を 
「有細に設定している場合、 「 Panasonic 」 起動画面び消えた後「パスワードを入力し 
てください。」び表おされます。パスワードを入力し、 Cntei ■专巧してすぐに f8 を巧 
し続けてください。 ~ 


パスワード入力 


[パスワードを入力してくだ 
さい] ① 画面で、 ビープ 音 
び鳴ってパスワードが入力 
でさない。 

• NumLk ランプのの点灯中は、キーボードがテンキーモードになっています。 NumLk 
を巧して解除してください。 

パスワードを入力しても再 
度入力を求め5れる。 

• NumLk ランプ | Tl の点灯中は、キーボードがテンキーモードになっています。 NumLk 
を巧して解除してください。 

• Caps Lock ランプ国の点丹中は、キーボードが大文字入カモードになっています。 
Shift + Cans lock を巧して解除してください。 


終了時 


Windows を終了でさない。 


USB 機器とエクスプレスカードを取り外してください。 
1〜2分お待ちください。故障ではありません。 


ディスプレイ 


画面に何も表示されなし、。 


• 外部ディスプレイ使用時は、 

-ケーブルの接続を確認してください。 

-外部ディスプレイの電源を入れてください。 

-外部ディスプレイの設定を確認してください。 _ _ 

•円 i + f をを巧して、画面を切り替えてください。続けて円 i + f をを巧す場合は、画 
面の表示先が完をに切り替わるまでお待ちください。 

• 省電力機能によって、ディスプレイの電源が切れています。リジュームするには、選択 


に使ラキーは巧さず、 Ctii などのキーを巧してください。 

省電力機能によって、パソコンびスリープ-休止状態に入りました。 
には、電源スイッチをスライドしてください。 


U ジュームする 


つたとさは 
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■ ディスプレイ 


画面び暗い。 

• AC アダプターび接続されていないと画面び暗くなります。 Fn + F2 を巧して、輝度を 
調整してください。ただし、輝度を上げるとバッテリーの消耗び早くなります。 

AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの輝度は、別々にな巧されます。 

な+^^を押してち、画面び 
明る < ならない。 

• 周囲の温度び高い場合、誤作動を防ぐため輝度びほく設定されます。5で〜35での温 
度環境でお使いください。 

AC アダプターを取り外した 
とさ、 LCD ①輝度び数回変 
わる。 

• インテル （ R ) ディスプレイ省電テクノ□ジび働さ、 LCD の輝度を自動的に変化させて 
います。故障ではありません。 

画面が乱れる。 

• 解像度や色数を変更すると画像が乱れることがあります。パソコンを再起動してください。 
• 外部ディスプレイの接続や取り列しを行ラと、画像び乱れることがあります。パソコン 
を再起動してください。 

同時表示または}に張デスク 
トップモード時に片方の画 
面び乱れる。 

• 拡張デスクトップモード時は、内部 LCD と外部ディスプレイを同じ色設定にしてくだ 
さい。 

• それでち問題び解ミ夫しない場合は、下記の操作でディスプレイを変更してみてください。 
デスクトップをちクリックし、[グラフィックプ□パティ]-[ディスプレイデノ（イス]を 
クリックする。 

• Windows が完をに起動し終わるまで、同時画面表示を行うことはでさません（セット 
アップユーティリティの間など)。 

夕 1 •部ディスプレイび正しく 
動作しない。 

• 列部ディスプレイび省電力機能に対応していない場合、パソコンが省電カモードに入る 
と正しく動作しなくなることびあります。外部ディスプレイの電源を切つてください。 


■ フラットパッド/タッチ/ (ネル 


カーソルび動かない。 

• 列部マウスを使巧している場合は、正しく接続し直してください。 

• キーボードを操作して、パソコンを再起動してください。 

(©を巧し、 4 を3回巧し、个を巧して f 再起動1を選び、 tntei ■を巧してください。） 
• キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない。」（下記）をご覧ください。 

フラットパッドを使って入 
力でさない。 

• セットアップユーティ IJ ティの「メイン」メニューで「フラットパッド」を「有効」に 
設定して < ださい。 

• マウスのドライバーによつては、フラットパッドが使えないことがあります。マウス 
の取扱説明書でご確認 < ださい。 

タッチパネルを使って入力 
でさない。 

• セットアップユーティ IJ ティの「メイン」メニューで「タッチパネルモード」を「自動」 
または「タブレット」に設定してください。 

付属のスタイラスペンで正 
しい位置を指定でさない。 

• タッチパネルの補正（キャリブレーシヨン）を実行してください（今11ページ)。 


■ 操作マニュアル 


操作マニュアルび表おされ 
ない。 


• Adobe Reader をインストールしてください。 

①管理ちのユーヴーアカウントで Windows に□グオンする。 

感 因(スタート）をクリックし、 [ 検索の開始]に [ c :¥ util ¥ reader ¥ setup . exe ] と入力して、 

Enter を巧す。 

画面の指示に従って操作してください。 

③ Adobe Reader を最新バージョンにアップデートする。 

パソコンびインターネットに接続されている場合は 、 Adobe Reader を起動し、[へ 
ルプ]-[アップデートのち無をチェック]をクリックする。 

しソ降、画面の指示に従ってアップデートを行ってください。 



■ その他 


な答がない。 


• Cti1> Shift + Esc を巧してタスクマネージャを起動し、応答のないアプリケーショ 
ンソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）が別のウィンドウで隠れていません 
か？古な + fS 田を巧して確認してください。 

• 電源スイッチを4秒しソ上スライドして電源を切った後、再度電源スイッチをスライドし 
て電源を入れてください。アプリケーションソフトが正しく動作しない場合は、下記 
の操作でそのソフトをアンインス I ルし、再度インス I ルしてください。 

H (スタート）-[コント□-ルパネル]- [ プ□グラムのアンインス I ル]をクリツ 
クする。 
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八ードウエアの自己診断機能 


本機の八ードウエアび正常に動作していない可能性びある場合は、 PC-Diagnostic ユーティリティを使って彰断する 
ことびでさます。 

J \- ドウエアに問題び発見されたときは、ご相談窓□にご相談ください（433ぺージ)。 

このユーティリテイでは、ソフトウェアは彰断できません。 


下記の八ードウエアを彰断することびでさます（ソフトウエアを診断することはでさません)。 


CPU 
メモリー 
八ードディスク 
CD/DVD ドライブ‘1 
ビデオコント□ー ラー 
ヴウン ドコント □- ラー 


モデム 
LAN 機能 
お線 LAN 機能 
Bluetooth 機能 
USB 

IEEE1394 機器 


PC 力ードコント□- ラー 
SD 力ードコント□- ラー 
シ リアルポート 
^—ボー。 

フラツトパッド 
タッチパネル 


別売りの CD/DVD ドライブ挿入時のみ 

診断中に、大きなビープ音び鳴りますので、ヘッドホンを使わないでください。 

(Windows メニューで音声をオフにしている場合は、ビープ音は鳴りません。） 

ビデオコント□ーラー診断の実行中に、画面び乱れることびあります。また、サウンドコント□-ラー診断の 
実行中に、スピーカーか 5 音び出ることびあります。いずれち故障ではありません。 


• 八ードディスクとメモリーについては、標準診断と}広張診断のいずれかを選択できます。 
PC-Diagnostic ユーティリテイび起動すると、標準診断びスタートします。 


• 操作にはフラットパッドを使用することをお勧めします。フラットパッドを使わない場合は、内蔵キーボードをお 
使いください。 


操作内容 

フラットパッド操作 

内蔵キーボード操作 

アイコンを選ぶ。 

アイコンの上に力ーソルを置く。 

Space を押し、 A 争个少を押す 

(図（閉じる）は選択でさません）。 

アイコンをクリックする。 

クリックする（ちクリックは使えませ 
ん)。 

アイコンの上で Space を押す。 

PC-Diagnostic ユーテイリ 
テイを終了し、パソコンを 
再起動する。 

図（閉じる）クリックする。 

Ctrl+Alt+Del を押す。 



フラットパッドび正常に動作しない場合は、 Ctrl+Alt+Del を押すか、電源スイッチをスライドして電源を切り、 
パソコンを再度起動してか! 5 PC-Diagnostic ユーテイリテイを起動してください。 


お知5せ 


テイについて 


PC-Diagnostic ユー： r イ 


テイで該断できる八ードウこ 


PC-Diagnostic _L— てィ 


つたとさは 
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彭断を実行する 


• セットアップユーティリティの設定を工場出荷時の状態に戻して彰断を実行してください。セットアップユーティ 
リティまたはその他の設定で八ードウエアび無効になっていると、その八ードウエアのアイコンびグレー表おされ 
ます。 

1 AC アダプターを接続する。 （今10 ぺージ） 

彰断び完了するまで、 AC アダプターを取りかしたり、周辺機器を取り付けたりしないでください。 

2 無線スイッチ （今 7ぺージ）の電源を入れる。 

3 パソコンの電源を入れるか再起動し、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、 F 2 を 
数回巧す。 

セットアッ フユーテ ィリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表示された5、スーパーバイヴーパスワードを入力してください。 

• セットアップユーティリティを工場出荷時の設定か5変更している場合は、設定をメモしておくことをお勧 
めします。 

4 亞を巧す。 

確認メッセージで「はしりを選び、 巧巧品^ を巧してください。 

5 no を巧す。 

確認メッセージで「はしりを選び、 ISf 品^を押してください。 

パソコンび再起動します。 

6 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、国西+豆を押す。 

PC-Diagnostic ユーティリティび起動すると、すべてのハードウエアの診断び順まに始まります。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、パスワードを入力してください。 

• 八ードウエアアイコンの左側のパ’一 ( A ) び青色と黄色に交互に点滅し始めるまで、フラットパッドと内蔵キー 
ボードは使えません。 

• 画面上のアイコンをクリックして、次の操作をすることびでさます。 

• 3：診断を最初か5実行する。 

•0: 診断を中止する。 （3 をクリックしてち、途中か5再開することはでさません。） 

• im :ヘルフを表示する。(画面をクリックするか、 Space を巧すと元の画面に戻ります。) n 

• 診断状況は、八ードウエアアイコンの左側に表ちされるパ’一 ( A ) の色で確認でさます。 

• 水色：診断を実行していません。 

•青色と黄色び交互に点滅：診断を実行中です。点滅の間隔は、標準診断か}広張診断かにより異なります。 
メモリー診断の場合は、画面び長い間停止状態になる場合びあります。該断び終了するまでお待ちくださ 
い。 

•緑色：問題は見つかりませんでした。 

•赤色：問題び見つかりました。 




• LU 下の手順で、特定の八ードウエアの該断を実行したり、八ードディスクやメモリーの}広張彰断を実 
行したりすることびで去ます。（拡張診断はハードディスクとメモリーのみ） 

拡張診断は詳細な診断を行うため、終了するまで時間びかかります。 

①〇をクリックして診断を中止する。 

③ 診断しない 八ードウエアのアイコンをクリックし、グレー表示 （ B ) させる。 

八ードディスクまたはメモリーの診断を実行しているとさは、アイコンを一度クリックすると}広張 
彰断 （「 FULL 」 に）びアイコンの下に表示されます）になりますので、再度クリックしてアイコン 
をグレー表示 （ D ) させてください。 

③ g をクリックして診断を開始する。 


I 

B 


rni 



C 



D 


お知5せ 


つたとさは 
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八ードウ王アの自己診断機能 


7 すべての八ードウェアの該断び終わった5、該断結果を確認する。 

バーの色びホ色になり 、 ["Check Result TEST FAILED 」 び表示された5、八ードウェアに問題びあると考え5 
れます。赤色の八ードウェアを確認し、ご相談窓□にご相談ください（今33ページ）。 

パ’一の色び緑色になり 、 ['Check Result TEST PASSED 」 び表示された5、八ードウェアは正常に動作していま 
す。そのままパソコンをお使いください。それでちパソコンび正しく動作しない場合は、ソフトウェアを再イ 
ンス I ルしてください（今20ぺージ）。 


お知5せ 


• RAM モジュール(別売り）を増設してメモリーの該断を実行し 、 「Check Result TEST FAILED 」 び表示された場却ホ、 
増設した RAM モジュールを取りがし、診断を実行してください。再び ["Check Res 山 tTEST FAILED 」 のメッセー 
ジび表示された場合は、内蔵 RAM モジュールに問題びあると考え5れます。 


8 図（閉じる）をクリックするか、が H + AII + M を巧してパソコンを再起動する。 













ソフトウェア使用許諾書 


第1条 権利 

お客さまは、本ソフトウェア（コンピューター本体に内蔵のハードディスク、付属のマニュアルや CD - 
ROM などに記録または記載された情報のことをいいます）の使用権を得ることはでさますび、著作権び 
お客さまに移転するものではありません。 

第2条 第云者の使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびコピーしたちのを第云ちに譲渡あるいは 
使用させることはでさません。 

第3条 コピーの 制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）の目的のためだけに限定されます。 

第4条 使用コンピューター 

本ソフトウェアは、本コンピュータ ー1 台での使用とし、他のコンピューターで使用することはでさません。 
第5条 解析、変更または改造 

本ソフトウェアの解析、変更または改造などを行わないでください。お客さまの解析、変更または改造に 
より、万一何5かの欠陥またはお客さまに対する損害び生じたとしても製社および販売店などは一切の保 
証-責任を負いません。 

第6条 アフターサービス 

お客さまび使用中、本ソフトウェアに不具合び発生した場合、薛社窓□まで電話または文書でお問い合わ 
せ<だされば、お問い合わせの不具合に関して、輕社び知り得た内容の誤り（バグ）や使用方法の改良な 
ど必要な情報をお知5せいたします。 

第7条 免責 

本ソフトウェアに関する製社および販売店などの責任は、上記第6条に限ります。本ソフトウェアのご使 
用にあたり生じたお客さまの損害および第云ちか5のお客さまに対する請求については、製社および販売 
店などに故意または重過失びない限り、製社および販売店などはその責任を負いません。 

第8条 合意管轄 

本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要び生じた場合、お客さまおよび製社は製社の本社所在地を管 
轄する裁判所に対してのみ訴えを提起することびでさるちのとします。 

第9条 準拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において曰本国の法律にま配され、かつそれに従って解釈されるちの 
とします。 

第10条輸出管理 

お客さまび、本ソフトウェアを日本国外に持ち出される場合、国内がの輸出管理に関連する法規を順守し 
て < ださい。 



仕様 I 日本国内専用 


本製品（付属品を含む）は日本国内仕様です。 
■ 本体仕様 


機種名 

CF-30FW1AJS 

CPU / 2次キャッシュメモ U — 

インテル® Core™ 2 Duo プ□セッサー■(氏電圧版 L 7500、オンダイ L2 キャッシュ4 MB‘i、 動作 
周波数 1.6 GHz、 フ□ントヴイド•バス800 MHz 

チップセット 

モバイルインテル® GM%5 チップセット 

メインメモリー’ 2‘3 

標準1 GB (最大2 GB) 

ビデオメモ U —‘ 1 ‘ 4 

最大251 MB/ メモ U- 増設時は最大358 MB (メインメモ U— と共用） 

八ードディスクドライブ‘ 5 

80畑（このうち約6 GB は修復用データ領域として使用（ユーヴー使用不可)） 

表示方式 

13.3 型 TFT カラー液晶 （XGA、 タッチパネル付き） 

内部 LCD ‘ 6 

65536色/約1677万色 （800 X 600ドット/1024 X 768ドット） 

外部ディスプレイ‘ 7 

655：36色/約1677万色 （800 X 600ドット/1024 X 768ドット/1280 X 768ドット/ 

1280 X 1024ドット / 1440 X 900ドット） 

お線 LAN 

■^31 ぺージ 

Bluetooth 

■^31 ぺージ 

LAN 

10BASE-T / 100BASE-TX / 1000 BASE-T 

モデム 

データ： 56 kbps (V.90) FAX: 14.4 kbps 

サウンド機能 

PCM 音源 （24 ビットステレオ）、インテル® High Definition Audio 準拠、モノラルスピーカー 

セキュ U ティチップ 

TPM (TCG V1'2 準拠）* 8 

力ード 
ス□ット 

PC 力ード 

Type I または Type II X 1(許容電流 （2 ス□ット合計） 3.3 V: 400 mA, 5 V: 400 mA) 

エクスプレスカード 

エクスプレスカード/34またはエクスプレスカード巧4 X 1 

SD メモリーカード‘ 9 

X 1(着作権保護技術対応） 

化張メモ U -スロット 

X 1 (DDR2 SDRAM、 200ピン、 1.8 V, SO-DIMM、PC2-4200) 

インターフェース 

USB ポート （Universal Serial Bus 2.0 準拠、4ピン） x 3、シ U アルポート （RS232C D-sub 9ピン） 

X 1、モデムコネクター (RJ-11)x 1、LAN コネクター (RJ-45)x 1、か部ディスプレイコネクター(ア 
ナ□グ RGB ミニ D-sub 15ピン） x1、} に張バスコネクター (80 ピン） x1JEEE 1394a コネクター 
(4 ピン） x1、 マイク入力端子（ステレオミニジャック M3 (コンデンサーマイクを使用のこと）） 
x1、 才ーディオ出力端子（ステレオミニジャックM3、インピーダンス32 出力4 mWX 2) x1 

キーボード/ 

ポインティングデバイス 

OADG 準拠、 Windows キーボード （88 キ ー） /フラットパッド/タッチパネル [AR (Anti-Reflection) 
処理]、スタイラスペン（付属）使用 

電源 

AC アダプターまたはバッテリーパック 

AC アダプター‘ W 

入力： AC 100 V 〜240 V、50 Hz/60 Hz、 出力： 15.6 V DC、5.0 A、 電源コード：100 V 専用 

バッテ U— パック 

10.65 V (U チウムイオン）、 8.55 Ah 

駆動時間'" 

内蔵バッテ U- のみ：約8時間 

内蔵ノ（ッテ U - +おミ長ノ（ッテ U - :約12時間 

充電時間' 12 

電源オン時 

内蔵バッテ U -のみ：約 8.5 時間 

内蔵ノ（ッテ U - +お張ノ（ッテ U - :約1 2.5 時間 

電カオフ時 

内蔵バッテ U -のみ：約5時間 

内蔵ノ（ッテ U - +招;ミ長ノ（ッテ U - :約8時間 

ク□ックバッテ U— 

コイン型 U チウムバッテ U-3.0 V 

消費電力/エネルギー消費効率’ 13 

最大約70 W‘" / 2007年度基準I区分0.00038 

(社）電モ情報技術産業協会情報®理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ < 定格入力電力値： 42W 23- J .1-1 

がお寸法（幅X高さX奥行を） 

302 mm X 67.5 〜 69.5 mm X 292 mm (突起部を除く） 

質量 

約 3.8 kg 

使用環境条件 

温度: 5で〜35で 

湿度： 30%〜80% RH (結露なきこと） 

保管環境条件 

温度： -20 で〜60で 

湿度： 30%〜90% RH (結露なきこと） 
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■ 本体仕様 


OS 

Windows Vista ® Bussiness with SP 1 正規版 （ Windows ® XP ダウングレード権含む） 

導入済みソフトウェア 

DMI ビューアー 、 Adobe Reader 、 PC 情報ビューアー、ズームビューアー、無線切り替えユー 
ティリティ、ネットセレクター2、 Hotkey 設定、バッテリー残量表示補正ユーティリティ、 
Panasonic 手書き 、 Infineon TPM Professional Package V 3.0’，日、省電力設定ユーティリティ 

セットアップユーティリティ、八ードディスクデータ消去ユーティリティ‘16、 PC-Diagnostic 
ユーティリティ 


■ 無線 LAN 


インテル ® PRO / Wireless の65 AG (802.11 a + b + g ) 

データ 転送速度’ 17 

IEEE 802.11 a : 54 Mbps / 48 Mbps/ 36 Mbps / 24 Mbps/ 18 Mbps /12 Mbps/ 9 Mbps / 6 Mbps (自動切替） 
IEEE 802.11 b :11 Mbps / 5.5 Mbps / 2 Mbps / 1 Mbps (自動切替） 

IEEE 802.11 g : 54 Mbps / 48 Mbps / 36 Mbps / 24 Mbps/ 18 Mbps /12 Mbps/ 9 Mbps / 6 Mbps (自動切替） 

準拠規格 

ARIB STD - T 66 /AR 旧 STD - T 71 / RCR STD -33 

IEEE 802.1 1 a ( J 52 / W 52 / W 53 / W 56) / IEEE 802.11 b / IEEE 802.1 1 g (無線 LAN 標準プ〇トコル） 

伝送ち式 

OFDM 方式、 DS - SS 方式 

有効距離 I 18 

IEEE 802.11 a : 見通し約 30 m 、 IEEE 802.11 b / g : 見通し約 50 m (アクセスポイントとの通信時） 

使用無線チャンネル 

インフラストラクチャ通信モード： IEEE 802.11 a : 34 / 38 / 42 / 46チャンネル （ J 52)、 

36/40/44/48チャンネル （ W 52)、 52/56/60/64 
チャンネル （ W 53)、 100/ 104/ 108/112/ 116/ 120/124 / 
128/ 132/ 136/ 140チャンネル （ W 56) 

IEEE 802.11 b / g : 1-13チャンネル 
ad hoc 通信モード： IEEE 802.11 a : 36/40/44/48チャンネル 

IEEE 802.11 b / g : 1—13チャンネル 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯全域 (2.4 GHz 〜2.4835 GHz ) 、 

5 GHz 帯域 (5.15 GHz — 5.35 GHz ) / (5.47 GHz — 5.725 GHz ) 


■ Bluetooth™ 


Bluetooth } (—ジ ヨン 

2.0 + EDR 

出カクラス 

クラス1 

伝送ち式 

FHSS 方式 

使用無線チャンネル 

1〜79チヤンネル 

RF 周波数帯域 

2.402 GHz 〜 2.48 GHz 


.1 1 MB =1,048,576バイト 
'2 1 GB = 1,073,741,824バイト 

‘3 メモリーは 2 GB まで増設することがでをますが、システム構成によっては、使用可能メモリーの合計はそれより少なくなります。 

4 パソコンの動作状況により、メインメモ U — の一部が自動的に割り当て!5れまず。サイズを設定しておくことはできません。 

'5 1畑=1,000,000,000バイト。 0 S または一部のアプ U ケーシヨンソフトでは、これよりもルさな数値で GB 表おされる場合が 
あります。 

ディスクユーティ U ティなど使用時は NTFS 対応のちのをご使用ください。 

6グラフィックアクセラレーターのディヴ U ング機能を使用して約1677万色表示を実現しています。 

7接続する外部ディスプレイによっては表示でさない場合があります。解像度、 U フレッシュレートについては、パナソニック 
パソコンのサポートぺージ （ http :// askpc . panasonic . co . jp / index . html ) の「よくある質問」をご覧ください。 

8 TPM について、詳しくは@『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください。（岛（スタート）をクリッ 
クし、[検索の開始]に「じ¥山 il ¥ drivers ¥ tpm ¥ README . pdf 」 と入力して、 Enter を巧す。） 

'9 High Speed Mode に対応。 

容量8 GB までの Panasonic 製 SD メモ U — 力ードおよび SDHC メモ U - 力ードの動作を確認済み。 

すべての SD 機器との動作を保証するちのではありません。 

本機はマルチメディアカードには対応していません。マルチメディアカードは挿入しないでください。 
m 本製品は一般家庭用の電源コードを使用するため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してください。 （44 ぺージ ） 2 〇-ぃ 
J 曰 TA バッテ U -動作時間測定法 ( Ver . 1 .0) による駆動時間。バッテ U -駆動時間は、動作環境/システム設定により変動します。 
バッテ U — 充電時間は動作環境-システム設定により変動します。 

エネルギー消'費効率とは、省エネまで定める測定方法により測定された消'費電力を省エネ法で定める複合 a 論性能で除したちのです。 
14 約 0.9 W :バッテ U — パック満充電時（または充電中でないとさ）で、パソコンの電源が切のとさ。 

使用するにはインストールが必要です。 

16 八ードディスクの修復用領域上で実行するユーティ U ティ（実行できない場合は、プ□ダクト U カバ U — DVD - ROM か5実行 
してくださし1)。 

IEEE 802.11 a / b / g 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度をおすちのではありません。 

有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ U ケーシヨンソフト、 OS などの使用条件によって異なります。 
'19 IEEE 802.1 1 a 準拠の無線 LAN は、無線通信に5 GHz 帯を使用しています。 IEEE 802.1 1 a (5.2 GHz /5.3 GHz 帯無線 LAN / J 52、 
W 52、 W 53) を使って屋外で通信を行ラことは、電波法で禁止されています。無線 LAN の電源がオンの状態で本機を屋外で使 
用する場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 

5.47 GHz 〜 5.725 GHz の周波数帯域 ( W 56) の屋外での使用については電波法で禁止されていませんが （2007 年1月 L ソ降)、 
本機に搭載されている無線 LAN は W 52/ W 53 でち送信を行ラため、 W 56 ち屋外では使用でさません。 
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仕様 旧本国内専用 


• 本機のモデムは下記の国または地域の規格に準拠しています。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、アンドラ、イギリス、イスラエル、 
イタリア、インド、インドネシア、ウクライナ、ウルグアイ、エクアドル、エストニア、エジプト、才ーストラリア、才一 
ストリア、オランダ、カナダ、韓国、キプ□ス、ギリシャ、クウェート、ク□アチア、サウジアラビア、サンマリ 
ノ、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、台湾、チェコ、チ 
リ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、バチカン市国、パ 
ラグアイ、八ンガリー、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ブルネイ、ペルー、ベル 
ギー、ベネズエラ、ポーランド、ポルトガル、ホンジュラス、香港、マルタ、マレーシア、南アフ U 力共和国、モ 
ナコ、モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、リヒテンシュタイン、ルーマニア、ルクセンブルク、□シア 

(2008 年5ち1日現在) 

• 日本国内でお使いになる場合は、 L ソ下の手順で[国/地域]を[日本]に設定してください。（工場出荷時は日本 
に設定されています。） 

① 0 (スタート）-[コント□-ルパネルい[ハードウェアとヴウンド]- [ 電話とモデムのオプシ ヨン ] をクリッ 
クする。 

② [ ダイヤル情報 ] をクリックし、[編集]をクリックする。 

③ [全般]をクリックし、 [ 国/地域 ] を[日本]に設定して [ OK ] をクリックする。 45-J-1-1 



この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この 
装置は、家庭場境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 2-J- 


-本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満足 
しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合び生じる場合びあります。 3-J-1-1 


重要なお知5せ 

• お客さまの使用誤り、その他異常な条件下での使用により生じた損害、および本機の使用または使用不能か5生 
ずる付随的な損害について、当社は一切責任を負いません。 

• 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機器、その他人命にかかわる機器/装置/システムでの使用を 
意図しておりません。本機をこれ5の機器/装置/システムなどに使用され生じた損害について、当社は一切責 
任を負いません。 

• お客さままたは第云者び本機の操作を誤ったとさ、静電気などのノイズの影響を受けたとさ、または故障/修理 
のとさなどに、本機に記憶または保存されたデータなどび変化/消失するおそれびあります。大切なデータおよ 
びソフトウエアを思わめトラブルか5守るために、 A 15 〜17ページの内容にま意してください。 


EU 

M 


ヨー□ッく連合 LU がの国の廃棄処分に関する情報 
これ5の記号はヨー□ッく連合内でのみ有効です。 

本製品を廃棄したい場合は、日本国内の法律等に従って廃棄処理をしてください。 



53-J-1 


日本国内で無線 LAN / Bluetooth をお使いになる場合のお願い 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されてい 
る移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）び運用さ 
れています。 

① この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

② 万一、この機器か5移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラえ、ご相談窓□にご連絡いただを、混信回避のための 
処置等（例えばパーティションの設置など）についてご相談ください。 

③ その他、この機器か5移動体識別用の特定 /J \電力無線局に対して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起さたとさには、ご相談窓□にお問い合わせください。 

この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （2400 か5 2483.5 MHz ) を使用する直接}広散 （ DS ) 方式/直交周波数分 

- 割を重変調 ( OF ) の無線装置で、干渉距離び約 40 m であることを意味します。 25- J -2-1 

この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （2400 か5 2483.5 MHz ) を使用する周波数ホッピング （ FH ) 方式の無線 
装置で、干渉距離び約 80 m であることを意味します。 25- J -3-1 


5 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 

5 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外および曰本国がでは使用でさません。 
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保言正とアフターヴービス 


修理-お取り扱い-お手入れ A 

などのご柏談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください ) 


転居や贈答品などでお困りの場合は… 

• 修理ま、「ヴポートデスク」へ！ 

• その他のお問い合わせは、 r お客様ご相談センター」へ! 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店か5お受け取りください。よくお読 
みの後、保存してください。 


■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、このパソコンの補修用性能部品を、製造打ち切 

り後6年保有しています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■お外での使用について 

本製品は日本国内仕様であり、ミ毎かの規格などには準 
拠しておりません。ミ毎かでの使用について、当社では 
一切責任を負いかねます。 

また、当社では本製品に関するミ毎がでのアフターサー 
ビスおよび消耗品、 別売品の供給は行っておりません。 
This product cannot be used in foreign country as de ¬ 
signed for Japan only . 


保証期間：お買い上げ曰か 5 本体 1 年間 


修理を依頼されるとき 

r 困ったとさの Q & A 」 （本書およびを]『操作マニュアル』）に従ってご確認の後、直5ないとさは、まず電源プラグを 
巧いて、サポートデスクへご連絡ください。 

修理時に、当社指定の宅配業者び専用捆包箱を持ってパソコン修理品の引き取りにお伺いし、修理び完了した後、直 
ちに宅配業者びお届けする、早<て便利な修理サービスを実施しております。 


お客さま 


ヴポートデスク 



引さ取り-お届け 



宅配便 



パソコン修理 
センター 



• 保証期間中は 

保証書の規定に従つて修理をさせていたださますの 
で、恐れ入りますび、製品と保証書をご準備いただを、 
ヴポートデスク にごホ目談ください。また、引き取り修 
理の送料は当社び負担させていたださます。 

• 保証期間を過ぎているとさは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により 
有料で修理させていたださます。また、引さ取り修理 
の送料はお客さまのご負担となります。 


• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-送料などで構成されて 
います。 

技術料]は、診断•故障個所の修理および部品の交換- 
調整-修理完了時の点検などの作業にかか 
る費用です。 

I 部品代 I は、修理に使用した部品および補助材料代 
です。 

居羁 n は、お客さまのご依頼により修理品を引去 
取り、またはお届けする場合の費用です。 


• ご連絡いただをたい内容 


製品名 

パーソナルコンピューター 

品番 

保証書に記載されています。 

(例： CF -30 FW 1 AJS ) 

お買い上げ曰 

年ち 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 
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保証と アフターサービス 


r よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http :// askpc . panasonic . co . Jp / index.html 


修理に関するご相談 


ヴポートデスク 


胃胃 g ダイヤル 函 0120 -05-8729 

フ U - ダイヤルを利用でさないお客さまは 

011-858-7221 

FAX 違 ail ) 査2 0570 -00-8742 

ナビダイヤルを利用でさないお客さまは 

011-858-7223 

受付時間 9時〜21時 

年末年始 （12/30 〜 1/4) を除く 


商品についてのお問い合わせは 


パナソニ 

ックパソコンお客様ご相談センター 

而 ミす 
巧曰巧 

お;ル函 0120 -873029 

FAX 

(06)6905-5079 

365日/受付9時〜20時 

(パソコン製品の使い方や技術的なご質問ち承っておりまず。） 

V 



2008年5月1日現在 


ご相談窓□における個人情報のお取り巧い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客さまの個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確 
認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場 
合や正当な理由びある場合を除を、第云ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


消耗品-有寿命部品について 


パソコンの部品は、使用しているうちにかしずつ劣化•磨耗します。また、一部の部品の劣化•磨耗び原因で、 
製品としての性能び十分に発揮されない場合びあります。 

パソコンを長く、安全に使用していただくためには、劣化-磨耗した部品を交換することび必要です。 

当社では、务化-磨耗の進み方の違いによって、部品を消耗品と有寿命部品に分類して扱っていまず。 


種類 

部品 

備考 

消耗品 

バッテリーパック 
保護フィルム 
スタイラスペン 
スタイラスペン用ケーブ J レ 

-お客さまご自身で購入し、交換していただく部品です。 

-保証期間内でち有償です。 

有寿命部品 

八ードディスクドライブ 

LCD (液晶ディスプレイ） 

キーボード 

AC アダプター 

U チウム電池 

-修理による再生びでさない場合馆 R 品の寿命）に交換す 
吉部品です。 

-保証期間内の修理は無償ですび、部品の寿命による交換 
は、有償になる場合びあります。 

※有寿命部品の交換の目安は、事務室で8時間/1曰、 

250曰/1年の使用で約5年です。ただし、昼夜連続し 
て使用するなど、使用状態によっては保証期間内でち 
部品の寿命による交換び必要になる場合びあります（有 
償になる場合びあります)。 
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メモ 




当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国際エネルギースタープ□グラ 
ムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


国際エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国際的なプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための 
機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたちので、事業者の自主判断により参加することび 
でさる任意制度となっています。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、ファ 
クシ5リおよび複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準な5びにマーク（ロゴ）は参加各国の 
間で統一されていまず。 22 J1 




愛情点検 

長年ご使用の コン ピユーターの点検を！ 

の 


こんな症状は 
ありませんか 

-異常な音やにおいびずる 
-水や異物び入った 

► 

このような症状のときは故障や 
事故防止のため、電源を切って 
電源プラグを巧さ、その後バッ 
テリーパックを取り外して、必 
ずご相談窓 □ に点検をご依頼く 
ださい。 


松下電器塵業株式会社 IT プ□ダクッ事業部 
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